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保住敏彦の経歴と業績
経歴;
昭和16年1月 徳島県に生まれる。
学 歴
昭和34年3月
昭和39年3月
昭和41年3月
昭和44年3月
昭和53年4月
昭和61年1月
平成17年4月
徳島県立城南高校普通科卒業
京都大学教育学部教育学科(比較教育学専攻)卒業
京都大学大学院経済学研究科理論経済学 ・経済史学専攻修士課程修r
(経済学修士)
京都大学大学院経済学研究科理論経済学・経済史学専攻博 七課程単位
取得満期退学
西ドイツのブレーメン大学へ留学(昭和54年3月まで)
経済学博士の学位授与(京都大学)
西ドイツのブレー メン大学世界経済国際経営研究所で海外研修(同年9
月まで)
職 歴
昭和44年4月
昭和49年4月
昭和50年10月
昭和53年3月
昭和60年4月
平成元年4月
昭和45年～現在
学校法人谷岡学園大阪商業大学商経学部経済学科専任講師(経済学史,
独外書講読担当)(昭和49年3月まで)
愛知大学法経学部専任講師(経 済学史担当)(昭和50年9月まで)
愛知大学法経学部助教授(経済学史,独外書研究担当)(昭和60年3月
まで)
愛知大学大学院経済学研究科博士課程助教授 「経済学史特殊研究」合
(大学設置審議会審査)
愛知大学法経学部教授(経 済学史,演習担当)(平成元年3月まで)
愛知大学経済学部教授(経 済学史,演習担当)(現在に至る)
桃山学院大学(教 養ゼミ),龍谷大学(英 外書講読),同志社大学(経
済理論),京都大学(経済哲学),岡山大学(経 済学史),名古屋大学(経
済学史 ・社会思想史 ・経済理論 ・現代資本主義論),中部大学(社 会思
想史),中京大学(経 済学史 ・社会思想史),豊橋創造大学(現 代経済
特論,大学院)な どにおいて,非常勤講師として不定期に勤務 した。
学会および社会における活動
昭和43年～現在 経済学史学会
昭和45年～現在 経済理論学会
r昭和52年～現在 社会思想史学会,ド イツ現代史学会
平成4年 ～現在 国際シュムペーター学会(ISS)
平成8年 ～現在 日本進化経済学会
平成20年～現在 ヨーロッパ経済学史学会(BSHET)
平成9年 ～16年社会思想史学会の幹事および常任幹事
平成12年～23年豊橋日独協会常任理事
教育研究業績;
著書
1帝 国 主 義 研 究II一帝 国 主 義 の 古典 的 学
説(共 著)
2講 座 経 済 学 史IV(マ ル ク ス経 済 学 の 発
展)(共 著)
3マ ル クス 主 義 の 経 済 思 想,経 済 思 想 史
(2)(共著)
4ヒ ル フ ァデ ィ ン グ の経 済 理 論 一 金 融 資
本 ・帝 国 主 義 ・組 織 資 本 主 義 を め ぐ っ
て一(単 著)
5社 会 思想 史 講 義(共 著)
6現 代 資 本 主 義 へ の道 標(古 沢 友 吉 編 著)
(共著)
7社 会 民主 主 義 の 源流(単 著)
8ド イッ社 会主 義 の政 治経 済 思想(単著)
9社 会思 想史 を学 ぶひ とのために(共著)
10再構 築 する近 代一 その矛盾 と運 動(共 著)
11SchumpetersTheorieninJapan;Rezeptions-
geschichteandgegenwartigeBedeutung
α)bersetzung:HansH.Bass)(単著)
12Hozumi/Wohlmuth(Eds),Schumpeter
andtheDynamicsofAsianDevelopment
(共編 著)
13Hozumi/Wohlmuth(Eds),After
theAsianCrisis.Schumpeterand
Reconstruction.(共著)
14東ア ジ アの 社 会 ・経 済 制 度 の現 状 と課 題
(共著)
15ドイ ツ経 済 思 想 史(共 著)
御茶の水書房
同文館出版
有斐閣
梓出版社
新評論
三嶺書房
昭和52年3月
昭和52年4月
昭和52年8月
昭和59年H月
昭和60年3月
平成2年9月
世 界書 院 平成4年7月
法 律 文 化 社 平成5年4月
世 界 思 想 社 平成7年5月
社 団法 人 全 国 日本学 士 会 平成10年4月
I stitutfurWeltwirtschaftand平成11年5月
lnternationalesManagement,
UniversitatBremen
LitVerlag(Germany)平成12年8月
LitVerlag(Germany)
御茶の水書房(2006年度
愛知大学出版助成)
八千代出版
平成15年3月
平成19年3月
平成21年3月
16ポ ス トマ ル ク ス 研 究(共 著)
17LaborMarketandLaborMarket
PoliciesbetweenGlobalizationand
WorldEconomicCrisis.Japanand
Germany(共 著)
パ ル 出 版
RainerHamppVerlag
(Germany)
平成21年4月
平成22年3月
学術論文
1マックス・ウェーバーの社会主義論(単著)
2ド イツ社会民主党と関税問題一 とくに
ヒルファディングの保護関税論を中心
として一(単 著)
3マ ックス ・ウェーバーの政治思想 と社
会主義論の展望(単著)
4ヒルファディングの帝国主義論一『金融
資本論』の背景 ・特徴 ・位置について
(単著)
5マルクス経済学 と帝国主義論争(単 著)
6第2インターナショナルの植民地政策論
争とカウツキーの帝国主義認識(単 著)
7帝国主義論(共著)
8帝国主義論史におけるカウツキー
-1901～1909年期の理論の特徴 と限
界一(単 著)
9ヒルファディング『価値論』の特質 ベー
ム=バウェルクとの関連において(単著)
10ヒル ファディングの組織資本主義論
その展開と特徴(単 著)
11利潤率低下論の歴史とヒルファディン
グの独占形成論(単 著)
12『金融資本論』執筆時のヒルファディング
(1)一ヒルファディングのカウツキー宛の
手紙(1902～1907)を中心に一(単著)
13『金融資本論』執筆時のヒルファディング
(2)一ヒルファディングのカウツキー宛の
手紙(1902～1907)を中心に一(単著)
14資本蓄積論の歴史と金融資本の蓄積様
式(D(単 著)
修士論文
『西洋史学』第78号
日本西洋史学会
『大阪商業大学論集』第29
号 大阪商業大学商経学会
『社会科学13』第4巻第2号
同志社大学人文科学研究所
『経済学史(セ ミナー経済学
教室2)』日本評論社
『法経論集経済 ・経営篇』
第78号愛知大学法経学会
『経済思想の事典』有斐閣
『法経論集経済編
開学30周年記念論文集』
愛知大学法経学会
行沢健三他編 『社会科学の
方法 と歴史』ミネルヴァ書房
『法経論集経済 ・経営篇1』
第91号愛知大学法経学会
『法経論集経済 ・経営篇1』
第96号愛知大学法経学会
『法経論集経済 ・経営篇1』
第97号愛知大学法経学会
『法経論集経済 ・経営篇1』
第98号愛知大学法経学会
『法経論集経済 ・経営篇1』
第100号愛知大学法経学会
昭和41年1月
昭和43年7月
昭和45年6月
昭和46年3月
昭和49年6月
昭和50年8月
昭和50年10月
昭和51年11月
昭和53年10月
昭和54年11月
昭和56年8月
昭和56年11月
昭和57年1月
昭和57年11月
15カウッキーとルカーチー第ニインターの
理論家と第三インターの異端者一(単著)
16資本蓄積論の歴史 と金融資本の蓄積様
式(2)(単著)
17ドイツ社会主義における唯物史観の問
題(単著)
18ヒルファディングの独占形成論 と独占
資本主義の研究方法(単 著)
19社会主義者の社会ダーウィン主義観
一第ニインターの場合一(単 著)
20ワイマル共和国におけるヒルファディ
ングの組織資本主義論(単 著)
21カウツキーとルクセンブルクの世界資
本主義論(単 著)
22修正主義論争におけるベルンシュタイ
ンの問題提起(単著)
23ドイツ社会民主主義の生成 と変容
(GenesisandtransformationofGerman
SocialDemocracy〕(単著)
24エンゲルスの理論活動の意義と問題
一没後ioo年を記念して一(単 著)
25拙著 『ドイツ社会主義の政治経済思想』
の書評への反論(単 著)
26組織化 と国家計画一 ヒルファディング
とポロックをめぐって一(単 著)
27ドイツ・インフレーションとヒルファディ
ング(単著)
28シュムペーター理論の進化経済学的性
格(単著)
29進化経済学および世界システム論から
見た東アジア経済危機(単 著)
30ヒルファディングとポロックの理論にお
ける企業家,市場経済および国家(単著)
31社会国家の概念 と社会国家研究の課題
(単著)
『別冊経済セミナーマルクス
没後100年J日本評論社
『法経論集経済 ・経営篇1』
第102号愛知大学法経学会
『甲南経済学論集』27巻4号
『法経論集経済 ・経営篇1』
第115号愛知大学法経学会
『経済論叢』141巻6号
京都大学経済学会
『社会思想史研究』13号
社会思想史学会 北樹出版
『経済論集』第120・121
合併号 愛知大学経済学会
『経済論集』第125号
愛知大学経済学会
平井俊彦編著
『社会思想史を学ぶひとの
ために』世界思想社所収
『経済学史学会年報』
第33号
『国際問題研究所紀要』
第104号愛知大学国際問題
研究所
『経済論集』第143号
創立50周年記念特輯
愛知大学経済学会
『経済論集』第144・145
合併号 愛知大学経済学会
『経済論集』第157号
愛知大学経済学会
愛知大学東アジア研究会編
『シュムペーターと東アジア
経済の朔 ナミズム』創士社
「経済論集』第161号
愛知大学経済学会
『経済論集』第164号
愛知大学経済学会
昭和58年2月
昭和58年7月
昭和62年3月
昭和62年12月
昭和63年6月
平成元年9月
平成元年12月
平成3年2月
平成7年5月
平成7年10月
平成8年3月
平成9年3月
平成9年12月
平成13年11月
平成14年10月
平成15年2月
平成16年2月
32Unternehmcr,Marktwirtsca負undS豊aat
indenTheorienvonRudolfHilftrding
andFriedrichPollock.(単著)
33ドイッ社会国家研究の意義,研 究方法
および問題点(単 著)
34ドイツ社会国家の成立・変遷 とそれをめ
ぐる論争および学説(共著)
35Schumpeter'sContributiontothe
EvolutionaryandInstitutionalEconomics.
(単著)
36LTberlegungenzurIdeengeschichtedes
SozialstaatsinDeutschlandandJapan
(単著)
37ヒ ル フ ァデ ィ ン グ国 家 観 の 変 遷 と社 会
国 家 の構 想(単 著)
38第5章 初 期 社 会 主 義,マ ル クス 主義,
社 会民 主主 義(単 著)
39第 一次 大 戦 期 のJ.A.シュ ムペ ー ター の
帝 国 主 義 観 一 三 つ の 覚 書 の 外 交 政 策 論
との関 連 で 一(単 著)
40ド イ ツの 労 働 市場 とハ ル ツ改 革(単 著)
41ハルツ改革の背景,そ の影響および評
価(単著)
in:HansH.Bass(HgJFacetten
yolkswirtschaf山chen
Forschung.festschriftfurkart
MartenBarfuss.1.itVerlag
Munster
『経 済 論 集 』 第170号
愛 知 大 学 経 済 学 会
平 成15-18年度 科 学 研 究 費 補
助 金,基 盤 研 究(B),研 究 成
果 報 告 書(研 究 代 表 者;保 住
敏 彦,課 題 番 号15330038)
OkonomischeSystemsim
WandelderWeltwirtschaft,
H.Bassusw(Hg.)LitVerlag
InternationalesManagement.
A.Krylov,T,Schauf(Hg),Lit
Verlag
『経済論集』第178号
愛知大学経済学会
『ドイツ経済思想史』
八千代出版社
『経済論集』第180号
愛知大学経済学会
『国際間題研究所紀要』
第135号愛知大学国際問題
研究所
『経済論集d第184号
愛知大学経済学会
平成16年5月
平成18年3月
平成19年3月
平成19年5月
平成20年3月
平成20年12月
平成21年3月
平成21年10月
平成22年3月
平成23年3月
記 事
1世界の経済学者ローザ ・ルクセンブル
ク(単著)
2世界の経済学者ニコライ ・1・ブハー
リン(単著)
3世界の経済学者エルネス ト・マンデル
(単著)
『エコノミスト』毎日新聞社 平成6年3月
『エコノミスト』毎日新聞社 平成6年5月
『エコノミスト』毎日新聞社 平成6年10月
研究ノー ト
1西 ドイツ比較社会史学派における組織 『経済論集』第123号
資本主義論の評価(単 著)愛 知大学経済学会
平成2年7月
1
2アジア経済危機のイン ドネシアへの影
響一ソーシャル ・セーフティネットと
の関連で一(単著)
『経済論集』第167号
愛知大学経済学会
平成17年2月
翻 訳
1ゴットシャルヒ著 『ヒルファディングー 帝
国主義とドイツ・マルクス主義』(共訳)
2R.ヒルファディング 「産業における自
己管理一G.D.H.コー ル著 『産業にお
ける自己管理』(R.テー デ ィング独訳
第5改訂版)へ の序文一」(単訳)
3R.ヒルファディング 「社会化 と諸階級の
勢力関係」(1920年10月5日,第1回
経営協議会大会での報告)(単訳)
4エ ドウアル ト・メルッ 「帝国主義に関
する最近の論究」(単訳)
5クル ト・マンデルバウム 「ドイッ社会
民主党内の帝国主義問題をめぐる論争
(1895-1914)」(1926)(単訳)
6H.A.ヴィンクラー編 『組織された資
本主義』(共訳)
7H.J.シュタインベルク 「戦争と平和に
たいする第ニインターナショナルの立
場」(単訳)
8フ リー ドリヒ ・ポロック著 「国家資本
主義」(単訳)
9フリードリヒ・ポロック著 「資本主義の
現状 と新計画経済体制の見込み」(単訳)
10フ リー ド リ ヒ ・ポ ロ ッ ク著 「国 民 社 会
主義 は新 体 制 か 」(単訳)
11フ リー ド リ ヒ ・ポ ロ ッ ク著 『「経 済 恐 慌
に関 す る覚 書 」(単訳)
12ハ ンス ・H・ バ ス 著 『J.A.シュム ペ ー
タ ー入 門 』(1)(2)(3)(単訳)
13ヴ ィル フ リー ト・ゴッ トシ ャル ヒ著 「オ ッ
トー ・キ ル ヒハ イ マ ー の 思 想 に お け る
政 治 形 態 と経 済権 力」(単 訳)
ミネルヴァ書房
『法経論集経済 ・経営篇1』
第91号 愛知大学法経学会
「法経論集経済 ・経営篇1』
第91号 愛知大学法経学会
『法経論集経済 ・経営篇 互』
第107号愛知大学法経学会
『国際問題研究所紀要』
第89号,第90号,愛知大
学国際問題研究所
名古屋大学出版会
『国際問題研究所紀要』
第92号愛知大学国際問題
研究所
『経済論集』第137号
愛知大学経済学会
『国際間題研究所紀要』
第103号愛知大学国際問題
研究所
『経済論集』第139号
愛知大学経済学会
『経済論集』第146号
愛知大学経済学会
『経済論集』第149号,
第150号,第151号愛知大
学経済学会
『経済論集』第152号
愛知大学経済学会
昭和48年10月
昭和54年11月
昭和55年8月
昭和60年3月
平成元年7月
12月
平成元年10月
平成2年12月
平成7年2月
平成7年9月
平成7年12月
平成10年3月
平成11年3月
ll月
12月
平成12年2月
14ホルガー・ハイデ氏の講演 「仕事中毒と企
業および社会にとってのその結果」1999
年10月22日愛知大学豊橋校舎(単訳)
15アンドレアス・クノーア著 「反ダンピング
法規ではなく競争法規を」(単訳)
16カー ル ・ボールムー ト 「グローバル化
一統合の問題か」(公開講演)(単訳)
17アクセル ・ゼル 「地域化,グ ローバル
化および全民的経済政策」(単訳)
18R.H.コックス 「福祉改革の帰結:社 会
的権利の概念はどのように変化 したの
か」(単訳)
『経済論集』第153号
愛知大学経済学会
『経済論集』第158号
愛知大学経済学会
『経済論集』第162号
愛知大学経済学会
『経済論集』第165号
愛知大学経済学会
『国際問題研究所紀要』
第136号愛知大学国際問題
研究所
平成12年7月
'F成14年2月
平成15年7月
平成16年9月
平成22年11月
書 評
1クル ト・マンデルバウム 『ドイツ社会民
主党内の帝国主義論争(1895-1914)』
(1926)(単著)
2倉田稔 『金融資本論の成立一 ヒルファ
ディングと帝国主義論史』(単著)
3太田仁樹 『レーニンの経済学』(御茶の
水書房)(単著)
『経済論叢』第100巻第6号
京都大学経済学会
『商学討究』第26巻第3号
小樽商科大学
『年報』第28号
経済学史学会
昭和42年12月
昭和50年12月
平成2年11月
研究動向
1ヒルファディング研究の動向(単著)
2西 ドイツにおける帝国主義研究の動向
(共著)
『季刊,社会思想』
第2巻第4号 社会思想社
『社会思想史研究4』
社会思想史学会 北樹出版
昭和48年2月
昭和55年9月
資料紹介
1ZeitschriftfurSozialismus(単著) 『季刊,社会思想』
第1巻第2号 社会思想社
昭和46年8月
辞典項目
1「社会民主主義」「修正主義」「修正主義
論争」(単著)
2「カ ウ ッ キ ー」 「ベ ー ベ ル 」 「ベ ル ン シ ュ
タイ ン」(単 著)
岡崎三郎編 『現代マルクス
=レーニン主義辞典(ヒ)』
社会思想社
『哲学 ・思想事典』岩波書店
昭和55年n月
平成10年3月
